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手引き－２３

51

変状の程度「大・中・小」の概要説明

項 目 程 度 小 中 大

１ ． ク ラ ッ ク
（幅）

2㎜未満のクラックはある
が、機能上の支障無し(コ
ンクリート系擁壁の場合2
㎜未満)

2㎜～20㎜ (コンクリー
ト系擁壁の場合2㎜～5㎜)

20㎜以上(コンクリート系擁
壁の場合

5㎜以上)

２．水平移動
（伸縮目地前後のずれ）

5㎜未満の隙間（変位）が
ある

5㎜～50㎜の隙間（変位）
がある

50㎜以上の隙間（変位）があ
る

３．不同沈下・目
地の開き（目地上
下・左右の開き）

5㎜未満の目地上下のずれ
又は目地の開きがある

5㎜～50㎜未満の目地上下
のずれ又は目地の開きが
ある

50㎜以上の目地上下のずれ又
は目地の開きがあり、滑動、
転倒のおそれが有る

４．ハラミ(テンション

ク
ラック・ずれ・中抜け)

小規模のハラミ及び中ヌケ
(積石が1～2個抜け落ちる)

宅盤にテンションクラッ
ク無し。円弧すべりのお
それ無し

宅盤にテンションクラック有
り。円弧すべりのおそれ有り

５．傾斜・倒壊 擁壁が前面地盤に対し垂直
以下(コンクリート系擁壁
の場合：天端50㎜未満の傾
斜)

擁壁が前面地盤に対し垂
直以上(コンクリート系擁
壁の場合：天端50㎜以上
の傾斜)

擁壁が前傾・倒壊して、その
機能を失っているもの

６．擁壁の折損
(横・斜めクラックから起き

るもの。ハラんではいるが

曲線的でなく、クラックを

境に鈍角に折れている。)

クラックを境にわずかに角
度をなしている(コンク
リート系擁壁の場合クラッ
クを境にわずかに前傾して
いる)

クラックを境に明らかに
角度をなしており、抜け
石があり裏込めコンク
リートが見える(コンク
リート系擁壁の場合ク
ラックを境に前傾してい
る)

一見して大であると判るもの。
(コンクリート系擁壁の場合
クラックを境に前傾している。
又は、1㎜でも剪断破壊があ
り、後傾している)

表3-3 擁壁の変状項目と配点表（その1） 判定マ－13,14
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変状の程度「大・中・小」の概要説明

項 目 程 度 小 中 大

７．崩壊 中間辺りから上が滑ってい
る

基礎部を残して滑ってい
る

機能を果たしていない

８．張出し床版付
擁壁
の支柱の損傷

支柱にひびが入っている 支柱とコンクリートがは
がれて鉄筋が見えている

支柱の剪断破壊

９．基礎及び基礎
地盤
の被害

大規模な沈下やクラックが生じている

10．排水施設の変
状

天端排水溝にずれ、欠損が
ある。又は、天端背面、舗装
面にクラックが見られる

左に加え擁壁のクラック又
は、目地から湧水がある

水抜孔の詰まり、破損があり、
排水機能が失われている

11．擁壁背面に水
道管

の破裂

破裂して水が流出している

表3-3 擁壁の変状項目と配点表（その2） 判定マ－13,14

53

手引き－２３

擁壁の種類・被災項目・程度により配点が違います
内容に応じた配点をします

54



2022/10/3

28

配 点 表

小 中 大

項 目 程 度 －－ －－ －－

9．基礎及び
基礎地盤の被害

10

10．排水施設の変状 3 5 7

11．擁壁背面の

水道管等の破裂
10

表3-3 擁壁の変状項目と配点表（その2） 判定マ－14

擁壁の種類には関係なく採点する

55

表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 練石積クラック （１）

項目／程度 小 中 大

練石積
クラック 2㎜未満 2㎜～20㎜未満 20㎜以上

判定マ参考－1

56
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表3-3 擁壁の変状の程度｢大・中・小｣の説明 コンクリート系クラック(１)

項目／程度 小 中 大

コンクリート系
クラック 2㎜未満 2～5㎜未満 5㎜以上

判定マ参考－1

57

表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 水平移動 （２）

項目／程
度

小 中 大

水平移動 5㎜未満
の隙間（変位）

5㎜～50㎜
の隙間（変位）

50㎜以上
の隙間（変位）

伸縮目地の前後のずれで判断

判定マ参考－2
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表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 不同沈下／目地開き（３）

項目／程度 小 中 大

不同沈下
／目地開き 5㎜未満の

目地の上下ずれ

左右の開き

5㎜～50㎜の

目地の上下ずれ

左右の開き

50㎜以上の

目地の上下ずれ

左右の開き

判定マ参考－3

59

表3-3 擁壁の変状の程度「大・中．小」の説明 ハラミ （４）

小被害 中被害 大被害

共
通
事
項

ハ
ラ
ミ

変状を生じているが、その部
分を補修することにより、その

機能が回復するもの。

被災を受けており、補修又は
部分的な改修によりその機

能が回復するもの。

致命的な打撃を受け、その機
能を失っているもの。また、復旧
には全体の改修を要するもの。

局部的なハラミ及び中抜け
(積石が1～2個抜け落ちる)

宅盤にテンションクラック無し。
円弧すべりを認めず

宅盤にテンションクラック有り。
円弧すべりのおそれ有り

判定マ－27
判定マ参考－4
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表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 傾斜／倒壊 （５）

小被害 中被害 大被害

変状を生じているが、その部
分を補修することにより、その

機能が回復するもの。

被災を受けており、補修又は
部分的な改修によりその機

能が回復するもの。

致命的な打撃を受け、その機
能を失っているもの。また、復旧
には全体の改修を要するもの。

擁壁が正常位置より前傾し
ている。

擁壁が前面地盤に対し直垂
以上に前傾している。

擁壁が前傾倒壊して、その
機能を失っている。

共
通
事
項

前
傾
・倒
壊

判定マ－27，28
判定マ参考－5

61

表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 折損（練石積）（６－１）

小被害 中被害 大被害

変状を生じているが、その部
分を補修することにより、その

機能が回復するもの。

被災を受けており、補修又は
部分的な改修によりその機

能が回復するもの。

致命的な打撃を受け、その機
能を失っているもの。また、復旧
には全体の改修を要するもの。

共
通
事
項

判定マ－27，28
判定マ参考－6
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表3-3 擁壁の変状の程度「大・中・小」の説明 折損（コンクリート系）（６－２）

共
通
事
項

小被害 中被害 大被害

変状を生じているが、その部
分を補修することにより、その

機能が回復するもの。

被災を受けており、補修又は
部分的な改修によりその機

能が回復するもの。

致命的な打撃を受け、その機
能を失っているもの。また、復旧
には全体の改修を要するもの。

擁
壁
の
折
損

コ
ン
ク
リ
ー
ト

クラックを境に上部がわずかに
前傾している。

クラックを境に折れて前傾し
ている。

せん断破壊があり、後傾し
ている。

判定マ－27，28
判定マ参考－6
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表3-3 擁壁の変状の程度｢大・中・小｣の説明 崩壊 練石積系擁壁(７)

共
通
事
項

小被害 中被害 大被害

変状を生じているが、その部
分を補修することにより、その

機能が回復するもの。

被災を受けており、補修又は
部分的な改修によりその機

能が回復するもの。

致命的な打撃を受け、その機
能を失っているもの。また、復旧
には全体の改修を要するもの。

崩
壊

上部1/2程度まで滑り崩壊を
起こしている。

基礎部を残して滑り崩壊し
ている。

基礎部を含めて全て崩壊し
ている。機能を失っている。

判定マ－27，28
判定マ参考－7
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表3-3 擁壁の変状の程度｢大・中・小｣の説明 崩壊 空石積系擁壁(７)

共
通
事
項

小被害 中被害 大被害

変状を生じているが、その部
分を補修することにより、その

機能が回復するもの。

被災を受けており、補修又は
部分的な改修によりその機

能が回復するもの。

致命的な打撃を受け、その機
能を失っているもの。また、復旧
には全体の改修を要するもの。

空
石
積
擁
壁
の
崩
壊
崩
落

積石がずれている。 上段の部分が崩壊している 全体が崩壊している。

判定マ－27，28
判定マ参考－7
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表3-3 擁壁の変状の程度の説明 張り出し床版付き擁壁の支柱の損傷（８）

共
通
事
項

小被害 中被害 大被害

変状を生じているが、その部
分を補修することにより、その

機能が回復するもの。

被災を受けており、補修又は
部分的な改修によりその機

能が回復するもの。

致命的な打撃を受け、その機
能を失っているもの。また、復旧
には全体の改修を要するもの。

張
出
し
床
版
付
擁
壁
の
支
柱
の
損
傷

支柱にひびが入っている。 支柱のコンクリートが剥がれて
鉄筋が露出している。

支柱がせん断破壊して鉄
筋が座屈している。機能を
失い、下部の擁壁も崩壊
のおそれがある。

判定マ－27，29
判定マ参考－8 
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表3-3 擁壁の変状の程度「大・中．小」の説明 排水施設の変状（１０）

共
通
事
項

小被害 中被害 大被害

変状を生じているが、その部
分を補修することにより、その

機能が回復するもの。

被災を受けており、補修又は
部分的な改修によりその機

能が回復するもの。

致命的な打撃を受け、その機
能を失っているもの。また、復旧
には全体の改修を要するもの。

排
水
施
設
の
変
状

天端排水溝にずれ、欠損が
ある。又は天端背面、舗装
面にクラックが見られる。

左に加え、擁壁のクラック又
は目地からの湧水があり、
ポットホールも見られる。

水抜穴の詰まり、破損があり、
排水機能が失われている。

判定マ－27, 29 
判定マ参考－9 
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表3-23 宅地擁壁の被害の判定 判定マ-36
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手引き－２３

69

①緊急度

大 → すぐに措置が必要である

交通が困難、家屋の崩壊、二次災害の危険性

中 → ある程度の日数は放置可能。やや交通困難、

財産の被害みられ、長期間の放置は危険

小 → ある程度の期間は放置可能。交通への支障

小、家屋被害小、構造物人命への危険なし。

所見の記入（その１） 手引き-3

②拡大の見込み

「拡大の見込み」の有無は、

危険度の評価、緊急度、現場の状況…ｅｔｃ

総合的に勘案して「評価」する。

70



2022/10/3

36

Ｐａｒｔ Ⅳ： 宅地地盤・のり面の調査票

H16新潟県中越地震の被害

71

宅地地盤
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手引き－２７
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手引き－２７
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表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 クラック（１）

項目 小 中 大

ク
ラ
ッ
ク

クラック(幅) 3㎝未満 1 3～15㎝未満又
は複数

3 15㎝以上又は全
面

5

変状の程度「大・中・小」の概要説明と配点

判定マ参考－10 
判定マ－42
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表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 陥没（２）

変状の程度「大・中・小」の概要説明と配点

項目 小 中 大

宅
地
陥
没

陥没(深さ) 20㎝未満 2 20～50㎝未満 4 50㎝以上 6

判定マ参考－11 
判定マ－43 
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表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 沈下（３）

変状の程度「大・中・小」の概要説明と配点

項目 小 中 大

宅
地
沈
下

沈下
(沈下量)

10㎝未満 2 10～25㎝未満 4 25㎝以上 7

判定マ参考－12 
判定マ－44 
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表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 段差（４）

変状の程度「大・中・小」の概要説明と配点

項目 小 中 大

宅
地
段
差

段差(段差量) 20㎝未満 3 20～50㎝未満 5 50㎝以上 8

判定マ参考－13 
判定マ－45 
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表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 隆起（５）

変状の程度「大・中・小」の概要説明と配点

項目 小 中 大

宅
地
隆
起

隆起(隆起量) 20㎝未満 7 20～50㎝未満 8 50㎝以上 9

判定マ参考－14 
判定マ－46 
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表3-24 宅地地盤の危険度評価項目の説明 湧水・噴砂（６）

変状の程度「大・中・小」の概要説明と配点

湧
水
・
噴
砂

湧水・噴砂があるところの「最大値」の点数に「1点」加える

判定マ参考－15 
判定マ－47 
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表3-33 宅地地盤の被害の判定 判定マ－４９

81

手引き－２７変状点の最大値に加
算点を加えたもの
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宅地のり面
自然のり面

83

手引き－３１ 判定マ－６２
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （１）

項目／程度 小 中 大

クラック
（幅）

3㎝未満又は単数 3～15cm又は複数 15㎝以上又は全面

１ ２ ３

判定マ－53，62 

85

表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （２）

項目／程度 小 中 大

ハラミ・
盤ぶくれ

10cm未満又は

1宅地ごとの
のり面等面積
に対し10%未満

10～30cm未満又は
1宅地ごとの
のり面等面積
に対し10～50％

30㎝以上又は

1宅地ごとの
のり面等に対し50%
以上

３ ４ ５

判定マ－54，62 
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （３）

項目／程度 小 中 大

ガリー浸食

クラックなどが誘
因となって雨滴に
よる浸食が現れは
じめた段階

のり面の表土が雨
裂に陥没するなど
放置していると被
害が広がるおそれ
のあるもの

洞穴状や滝壼状に
ガリーが進展して
家屋の基礎やのり
面等の下側に被害
を及ぼすような状
態

６ ７ ８

判定マ－55，60，62
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （３）

判定マ－55 
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （４）

項目／程度 小 中 大

滑落・崩落
部分的な表層す
べり、又はのり
面上部の小崩壊

表層すべりが進ん
でえぐり取られた
ような状態放置す
ると拡大するおそ
れのあるもの、又
はのり面中部まで
の崩壊

全面的なすべり崩
壊で、さらに拡大
のおそれがあるも
の、又はのり面底
部を含む全崩壊

７ ８ ９

判定マ－56，60，62 
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （５）

項目／程度 小 中 大

のり面保護工

(のり枠工)

のり枠の間詰め
陥没。ｺﾝｸﾘﾄ吹付
工にわずかにﾃﾝ
ｼｮﾝｸﾗｯｸが見られ
るが吹付工のず
れは認められな
い程度

のり枠の部分的な
破損。又コンク
リート吹付工のク
ラック部分で陥
没・ずれが見受け
られる

のり枠の浮上り破
壊。ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工
のラス金鋼が露出
し、ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付面
にも破損が見受け
られる

７ ８ ９

判定マ－57，61，62
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （５）

項目／程度 小 中 大

のり面保護工
(ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工)

のり枠の間詰め
陥没。ｺﾝｸﾘﾄ吹付
工にわずかにﾃﾝ
ｼｮﾝｸﾗｯｸが見られ
るが吹付工のず
れは認められな
い程度

のり枠の部分的な
破損。又コンク
リート吹付工のク
ラック部分で陥
没・ずれが見受け
られる

のり枠の浮上り破
壊。ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工
のラス金鋼が露出
し、ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付面
にも破損が見受け
られる

７ ８ ９

判定マ－57，61，62
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （５）

判定マ－57
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （６）

項目／程度 小 中 大

排水施設
の変状

天端排水溝にず
れ、欠損がある又
は、天端背面、舗
装面にクラックが
見られる

左に加え、のり面の
クラック、又は目地
からの湧水がある

排水溝が破断沈下
するなど、排水機能
が失われている

３ ５ ７

判定マ－58，61，62
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表3-34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （６）

判定マ－58

94



2022/10/3

48

表3-9 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目の説明 （７）

項目／程度 小 中 大

のり面内の水道
管等の破裂

破裂して水が流出している

８

湧水・落石
転石

湧水・落石・転石の有無を確認する

大中小ではなく有無を確認し、１点数を加算

判定マ－62
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表３－４６ のり面の被害の判定 判定マ－６３
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手引き－３１変状点の最大値に加
算点を加えたもの

97

Ｐａｒｔ Ⅴ： その他

• 判定ステッカー

• その他

H16新潟県中越地震の被災宅地相談窓口

98



2022/10/3

50

判定ステッカー 手引き-３５

判定結果のステッカー

99

判定ステッカーによる表示例

100
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公益社団法人
全国宅地擁壁技術協会
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